
地域課題の因果関係を描き、地域の全体像を見える化するワーク

地図を描く
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ここは海と山に囲まれた人口数万人のちいさなのまち。  
豊かな海の恵みがこの地域の経済を支えています。

沿岸部を少し離れてみると、海を一望できる緑生い茂る山々や

美しい田園風景が広がっており、このまちは水と緑に恵まれています。 
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しかし、この地域にはさまざまな課題が山積みです。

出生率の低下、学校の統廃合、地場産業の衰退、孤立する住民の増加。

目には見えづらい地域課題が豊かな暮らしを奪い始めています。
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一体、地域に何が起こっているのか⋯？

一体、なぜその地域課題が生まれてしまっているのか⋯？

地域課題の構造をあなたの手で明らかにしていきましょう！
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ワークの説明
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ワークの説明

1

２

3

50の地域課題を知ろう 
興味関心・課題意識のある地域課題を見つける

イシューマップを描いてみよう
選んだ地域課題の現状を構造化・見える化する

対話して深めよう
描いたマップを仲間と共有・対話をして理解を深める
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1 50の地域課題を知ろう 
興味関心・課題意識のある地域課題を見つける
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今から、地域の出来事を伝える「地域新聞」を見ていただきます。

この新聞では全部で50の地域課題を見出しとグラフと共に伝えています。
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あなたが暮らす地域で課題だと感じているもの、あなたの仕事と関係が

深いものなど、あなたが関心がある地域課題を１つ見つけてください。
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２ イシューマップを描いてみよう
選んだ地域課題の現状を構造化・見える化する



まずは事前にお送りをしたワークシート（google slide）

を開けてください。

今回はgoogle slideを活用してワークを行います。

事前にお送りしたgoogle slideを後ほど開けてください。
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【STEP1】50の地域課題の中で、あなたが暮らす地域で課題だと感じているもの、

あなたの仕事と関係が深いものなど、  あなたが関心がある課題のカード（イシュー）

を１つ選んでください。 
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【STEP1】50の地域課題の中で、あなたが暮らす地域で課題だと感じているもの、

あなたの仕事と関係が深いものなど、  あなたが関心がある課題のカード（イシュー）

を１つ選んでください。 



【STEP2】そのイシューを1枚目のイシューマップの中の一番近いと思う領域に配置をしてみましょう。
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【STEP2】そのイシューを1枚目のイシューマップの中の一番近いと思う領域に配置を

してみましょう。 
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【STEP3】次に、選んだイシューと関係が深そうなカードをその周りに配置してください。   関係が深いと

は、「イシューの原因となっている課題 」「イシューが引き起こしている課題」を指します。 
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【STEP4】次に、50枚の課題を全て見直してください。イシューに直接関係していないかもしれないが、

間接的には影響を与えそうなカード、影響を受けそうなカードを出来るだけ多く（5-10枚程度）選択し、

関係しそうな領域に配置してください。
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【STEP4】この際には、意図的に少し遠い領域、関係が無さそうな領域のものも

選んでみてください。 
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【STEP4】この際には、意図的に少し遠い領域、関係が無さそうな領域のものも

選んでみてください。 
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【STEP5】あなたが選んだイシュー、カード同士の因果関係を→で結んでください。   

因果関係とは、以下のように、原因→結果とつながるものを意味します。    
例）気温の上昇　→  喉が渇く人が増える　→ ビールの売上増  
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【STEP5】また、以下のように、２つのカード間が関係ありそうだけれど、

→でつなげない場合は、その間に新しいカードを追加してみましょう（白紙カードに自由に記入）。    

例） 里山・里海の荒廃→ 「温室効果ガス吸収量の減少」  → 温室効果ガス排出量の増加
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【STEP5】また、以下のように、２つのカード間が関係ありそうだけれど、

→でつなげない場合は、その間に新しいカードを追加してみましょう（白紙カードに自由に記入）。    
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【STEP6】カードの組み合わせで、負の循環ループを作ってみましょう。

循環しそうでしない場合は、新たなカードをつなげてみましょう。  
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負の循環ループとは 、出生数減＝人口減少→後継者・人材不足→地場産業の衰退→大都市への人

口流出→出生数減＝人口減少  のように、因果関係を結んだ結果、最初の課題に戻り、どんどんと事

態が悪化していく悪循環の構造のことを意味します。
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負の循環ループとは 、出生数減＝人口減少→後継者・人材不足→地場産業の衰退→大都市への人

口流出→出生数減＝人口減少  のように、因果関係を結んだ結果、最初の課題に戻り、どんどんと事

態が悪化していく悪循環の構造のことを意味します。
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ツールについて

• 要素は紫色の始点・終点を活用すると上手に繋げます

• 要素の補助線は気にしなくても問題ありません

• 分からないことがあれば事務局までお声がけください
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3 対話して深めよう
描いたマップを仲間と共有・対話をして理解を深める



1. 簡単な自己紹介

2. 選んだイシューと理由

3. マップの説明

4. ワークでの気づき、発見、感

想
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3〜4人1組のブレイクアウトルームに分かれます。自分が作ったイシューマップを他の参加者に共有を

しながら、下記の４つについてひとりひとり共有をしてみてください。



流れのおさらい
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ワークの説明

1

２

3

50の地域課題を知ろう 
興味関心・課題意識のある地域課題を見つける

イシューマップを描いてみよう
選んだ地域課題の現状を構造化・見える化する

対話して深めよう
描いたマップを仲間と共有・対話をして理解を深める



ではやってみましょう！
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1 50の地域課題を知ろう 
興味関心・課題意識のある地域課題を見つける
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２ イシューマップを描いてみよう
選んだ地域課題の現状を構造化・見える化する
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【STEP1】50の地域課題の中で、あなたが暮らす地域で課題だと感じているもの、

あなたの仕事と関係が深いものなど、  あなたが関心がある課題のカード（イシュー）

を１つ選んでください。 



【STEP2】そのイシューを1枚目のイシューマップの中の一番近いと思う領域に配置をしてみましょう。
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【STEP2】そのイシューを1枚目のイシューマップの中の一番近いと思う領域に配置を

してみましょう。 
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【STEP3】次に、選んだイシューと関係が深そうなカードをその周りに配置してください。   関係が深いと

は、「イシューの原因となっている課題 」「イシューが引き起こしている課題」を指します。 



41

【STEP4】この際には、意図的に少し遠い領域、関係が無さそうな領域のものも

選んでみてください。 
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3 対話して深めよう
描いたマップを仲間と共有・対話をして理解を深める



1. 選んだイシューと理由

2. マップの説明

3. ワークでの気づき、発見、感

想
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3〜4人1組のブレイクアウトルームに分かれます。自分が作ったイシューマップを他の参加者に共有を

しながら、下記の４つについてひとりひとり共有をしてみてください。

１人3分


